
　

私
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で
す
が
、

世
間
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
、
突
き
進
ん

で
い
ま
す
。
あ
き
る
野
市
町
内
会
・
自
治

会
連
合
会
も
様
々
な
検
討
や
実
践
を
進
め

て
い
ま
す
。

そ
の
１
令
和
３
年
度
か
ら
連
合
会
役
員
会

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
会
議
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
中
々
、
操
作
に
慣
れ
な
い
部

分
が
あ
り
ま
す
が
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
２

デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
に
つ
い
て
先

行
実
施
し
て
い
る
青
梅
市
自
治
会
連
合

会
に
研
修
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
デ

ジ
タ
ル
回
覧
板
と
は
、
今
、
ペ
ー
パ
ー
で

行
っ
て
い
る
回
覧
物
や
配
布
物
を
皆
さ

ん
の
ス
マ
ホ
に
直
接
送
信
す
る
と
い
う

方
法
で
す
。
た
だ
、
当
面
は
紙
と
デ
ジ
タ

ル
を
併
用
す
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
検
討

す
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
前
向
き

に
と
ら
え
、
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

そ
の
３　

各
地
区
の
町
内
会
長
・
自
治
会

長
に
よ
る
意
見
交
換
会
で
「
Ｉ
Ｔ
化
」

を
テ
ー
マ
に
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
町
内
会
員
・
自
治
会
員
の
皆
さ

ん
！！　

町
内
会
・
自
治
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

町
内
会
長
・

自
治
会
長
を

通
じ
て
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

あきる野市町内会・自治会連合会 会報

令和５年春季号  発行者／小山 正弘  編集／あきる野市町内会・自治会連合会  広報部会

郷
土
芸
能
は

　

地
域
社
会
を
つ
な
ぐ
場

コ
ロ
ナ
過
の
終
息
の
足
掛
け
４
年
間

を
振
り
返
る
と
、
私
た
ち
は
感
染
防
止

に
対
応
す
る
た
め
に
影
響
を
受
け
、
様
々

な
生
活
様
式
ま
で
変
え
て
し
ま
っ
た
よ

う
に
思
う
。

　

コ
ロ
ナ
過
３
年
目
の
昨
年
、
皆
さ
ん
の

地
域
の
行
事
や
お
祭
り
は
無
事
に
行
わ
れ

た
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
４
年
間
と
い
う
月
日
は
、
長
年
続

け
ら
れ
て
き
た
祭
り
や
行
事
の
伝
統
を
継

承
す
る
上
で
の
「
岐
路
」
に
立
た
さ
れ
る

ほ
ど
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
、
思
う

の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

　

行
動
制
限
が
な
い
中
、
開
催
す
る
か
ど

う
か
、
規
模
は
ど
う
す
る
の
か
な
ど
、
地
域

の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
た
判
断
を
迫
ら
れ

た
町
内
会
や
自
治
会
が
多
か
っ
た
と
思
う
。

　

あ
き
る
野
市
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
囃

子
、
獅
子
舞
、
棒
使
い
、
神
楽
、
歌
舞
伎
の

活
動
の
ほ
と
ん
ど
は
中
止
を
し
た
と
聞
く
。

　

十
分
な
感
染
予
防
対
策
が
難
し
く
、
活

動
自
体
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
く
不
安
で
、

開
催
意
欲
の
低
下
の
声
の
た
め
に
、
練
習

や
祭
り
の
中
止
や
縮
小
に
追
い
込
ま
れ
て

い
っ
た
団
体
が
多
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
今
、

祭
り
が
３
年
間
も
中
止
と
な
れ
ば
、
胸
が

高
鳴
り
心
躍
る
祭
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
の
心
を
元
の
よ
う

に
育
て
る
に
は
大
変
な
努
力
と
年
月
が
か

か
る
が
、
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。

　

郷
土
芸
能
や
伝
統
行
事
の
長
年
の
課
題

の
一
つ
に
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者

不
足
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

解
決
す
る
た
め
に
は
、
全
市
民
の
理
解

と
協
力
、
参
加
、
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　

郷
土
芸
能
は
、
地
域
の
人
々
の
長
年
に

わ
た
る
営
み
を
今
に
伝
え
る
文
化
財
と
し

て
貴
重
な
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
を
つ

な
ぐ
場
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
て
い
る
。

　

今
年
こ
そ
は
元
の
姿
で
続
け
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

中
村
自
治
会
長　

宮　

﨑　

慶　

一

今
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
ま
す

　
　
　
　
　

連
合
会

　１月２４日（火）にあきる野市町内会・
自治会の研修会を実施。計３６名が参加し
ての研修会であった。
青梅市では市内の企業が開発したソフト

を導入して、自治会向け広報の内容を回覧
と合わせてデジタル配信。専用アプリでの
配信により自治会員への閲覧を可能にし出
先等での閲覧が可能になって、回覧を見る
方が少なくなった状況改善のために導入さ
れた。ただし閲覧状況の把握が出来なかっ
たり、紙回覧が廃止できないとの問題点も
課題。又運用が始まって１年と短いため、
暗中模索しているとの事であった。専用ア

プリでの運用とは言え、各自治会ではソフ
トの活用が十分とは行かない様である。午
後より立川の防災館に行き、参加者は３班
に分かれて各地で起きている地震震度の
体験や、AED を利用した救命救急の訓練、
家具などの下敷きになった時などを想定し
た救出救護訓練などを体験した。

あきる野市町内会・自治会連合会研修旅行を行う
青梅市：デジタル回覧板の運用　立川防災会：防災体験研修会

春うらら春うらら
　　いい気分の一日を　　いい気分の一日を
春うらら
　　いい気分の一日を

撮影場所：中央公民館前の広場撮影場所：中央公民館前の広場撮影場所：中央公民館前の広場

あ
き
る
野
市
町
内
会
・
自
治
会
連
合
会

　
　
　

会　

長　

小  

山  

正  

弘

髭
剃
り
と
靴
下
（
自
己
紹
介
）

　

な
ぜ
か
、
仕
事
が
定
年
に
な
る
と
「
も
う
面
倒
な
髭
剃
り
を

し
な
く
て
い
い
」「
嫌
い
な
靴
下
を
は
か
な
く
て
い
い
」「
あ
あ

し
あ
わ
せ
」
と
無
意
識
に
思
い
込
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

な
の
で
、定
年
を
迎
え
る
と
電
気
カ
ミ
ソ
リ
を
捨
て
ま
し
た
。

一
週
間
も
経
つ
と
髭
が
か
な
り
伸
び
て
き
ま
す
。
私
の
髭
は
太

い
の
で
す
が
、
ま
ば
ら
に
生
え
て
き
て
、
か
っ
こ
よ
く
な
い
の

で
す
。
た
だ
の
無
精
ひ
げ
。

　

靴
下
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
普
段
か
ら
仕
事
が
休
み
の
日

は
ゴ
ム
ゾ
ウ
リ
。
こ
れ
は
子
供
が
小
さ
い
こ
ろ
川
や
噴
水
を
見

る
と
す
ぐ
入
っ
て
し
ま
う
の
を
追
い
か
け
る
の
に
都
合
が
い
い

か
ら
で
し
た
が
、
ゴ
ム
ゾ
ウ
リ
は
靴
下
を
履
か
な
く
て
い
い
。

定
年
後
、
ゴ
ム
ゾ
ウ
リ
で
過
ご
す
こ
と
に
し
て
、
ス
ニ
ー
カ
ー

を
捨
て
ま
し
た
。

　

電
気
カ
ミ
ソ
リ
は
し
ば
ら
く
し
て
再
び
買
い
ま
し
た
。

連
合
会
長　

小　

山　

正　

弘

令和５年３月２７日（月）４校正
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こ
の
３
年
間
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
自
粛
、

自
粛
と
全
て
の
活
動

が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
達
の
日
常
に
与

え
た
影
響
は
、
人
と

人
と
の
連
携
や
絆
が

希
薄
に
な
っ
た
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
は
制
限
が
解

除
さ
れ
、
さ
ら
に
３

月
13
日
よ
り
マ
ス
ク

着
用
か
ら
解
放
さ
れ

自
治
会
活
動
が
よ
り

一
層
活
発
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

51
号
で
は
特
集
と

し
て
各
地
区
の
防
災

訓
練
を
取
り
纏
め
掲

載
し
ま
し
た
。

　

普
段
で
は
出
来
な

い「
起
震
体
験
車
」「
震

災
体
験
訓
練
」「
水
災

体
験
訓
練
」
な
ど
一

人
一
人
の
体
験
を
通

し
て
防
災
意
識
の
大

切
さ
を
認
識
し
た
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
と
の

連
携
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め

る
事
を
学
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

　

次
回
は
、
今
ま
で

記
事
を
掲
載
し
て
な

い
地
区
の
自
治
会
活

動
を
お
願
し
ま
す
。

  

広
報
部
会

荒　

井　
　

實

編
集
後
記

ー増戸地区防災・安心地域委員会ー
　さる、２月18日（土）増戸小学校体育
館並びに体育館周辺において、増戸地区
防災委員、女性部部員、計42名が参加し
て避難所開設訓練を実施しました。
　指定避難所となっている、増戸小学校体育館がまず安全である
かの確認と外壁など割れや落下の危険はないかを確認した後、体

育館内での訓練となった。
あきる野市から各避難所に設置されて

いる『避難所開設キット』での訓練を実施。
保管庫の開錠から始まり、受付設営、発
熱感染者への誘導など、14自治会が分担。

４班に分けて、準備された装備品を利用して行った。避難所に準備
されているテントなどは、グラスファイバーの反発力で開くのは容
易に出来た。いざ畳もうとすると皆が手こずりなかなかの難物。う
まく収まった時には、周辺から歓喜のどよめきが上がり拍手が出る
ほどであった。各班より出された、多くの意見が訓練の大切さを身
に染みた半日であった。参加された方々は、初めての体験に戸惑い
ながら、まずは「避難所開設キット」「備品ボックス」
を開けてみることが大事と口にしておりました。
　終わりに「防災標語」の表彰が行われた。小学
校の部、中学校の部、一般の部と別れた中で、一
般の部では38件の応募があり、新宿自治会加藤様
が入選された。

防災訓練開催される

避難者用テントの設営

野辺町内会　会長　丸　山　誠　司
野辺町内会は、関東大震災から

100年目となる令和５年１月28日
（土）に本年度２回目の防災訓練
を行なった。
新型コロナウイルスの感染が
拡大している中での開催で、救急搬送が逼迫しているとこ
ろであったにもかかわらず消防署や消防団、各種団体、一

般市民と合わせ約100名が参加した。
参加者からは、緊急地震速報の

チャイムがなり起震車の震度６以上
の中での避難はとても難しく慌てて
机の下に潜るのが精一杯であった。

　急遽参加された方の親子は、消防車や起震車の前で記念
写真を楽しそうに撮っていたのが印象的で全体では、参加
者を班編制にして実施し、特に「起震体験車」の体験は普
段では出来ない体験や給水管のセット方法など新しい取り
組みが良かった。また、消防署の職員の方がタイムキーパー
となって分刻みのスケジュール管理を行なってスムーズで
機敏な体験訓練が出来た。
今後は、「自分の命は自分で守る」と

いう理念に基づき、一人ひとりが災害に
対応できる知識や技術を身につけ、近隣
との助け合いにより被害を最小限に食い止めていきたい。

野辺町内会防災訓練

建物の周囲の安全確認

防災標語の入選ポスター

令和５年３月２７日（月）４校正

横沢自治会　会長　森　井　申　一
昨年12月18日、自治会館新築一周年行事とし
て初めての「門松作りと芋煮会」を開催しました。
　準備は、自治会内から切り出した青々とした
新子の孟宗竹、真竹や形の良い枝ぶりを探す
のに苦労した松や南天を集めました。

　芋煮の材料は、ほぼ自治会員の皆さんの畑
で採れたての新鮮な大根や長ねぎ、里芋など
が提供されました。
当日は、35名の参加があり各々、適当な大き

さの植木鉢や丈夫なペール缶を持ち寄りお正
月に向けて「笑福門松」を作りました。

　「笑福門松」は、竹の節の部分を斜めに切り、笑い顔の様にします。
大きさは、持ち寄った鉢や缶に藁を巻き、竹の長さを調整して作り
ました。各自、初めての経験で苦戦はしましたが個性
豊かな門松が出来上がりました。
芋煮についても、会員の奥さんや子供会の協力によ

り、具沢山のおいしい芋煮ができ、ちょっと冷たい風
の中、真剣に門松制作した参加者から大好評でした。
今年のお正月の玄関先には、賀状配達の郵便屋さんもビックリの

立派な自作門松が玄関に飾られました。そして門松は成人の日に行
われた「どんど焼き」で無病息災を祈念して燃やしました。

初めての門松作りと芋煮会

参加者と出来上がった門松

1周年の会館
玄関にも門松

個性豊かな
笑福門松

芋煮

雨間町内会　会長　森　田　　勝
雨間町内会では、町内の防災体制の

強化を図るため、３月５日に関係団体の
33名の方に防災の専門家による防災訓
練を実施しました。この専門家は、全国で起きている自然
災害で救護活動を実践しているNPO法人全国救護活動研究
会等であり、この代表は東京消防庁ハイパーレスキューの

隊長を歴任した防災のプロです。
今回の訓練は、災害が発生した状況

に即した体験型訓練であり次のとおり
です。

①防災講習会：自助共助による救助活動、避難活動等の重要性等
②防災資材取扱い訓練：非常食、非常用浄
水器、災害用トイレ
③無線機を使用した救助要請訓練
④震災体験訓練：家具転倒挟まれ体験、救
出訓練、脱出訓練、仮設トイレ
⑤水災体験訓練：土砂流入水防訓練、車両水没体験
⑥スタンドパイプ式消火セット放水体験
　参加者からは、大変有意義な訓練であり今後広く訓練を
継続すべき等の意見が多数あり、今後計画的に防災訓練を
推進してまいります。

雨間町内会主催　防災訓練

719579
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